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 生体内タンパク質のフォールディングや集合，分解といった様々な場面において，シャペロンタンパク

質が機能している．いずれの場面においても，シャペロンは基質となるタンパク質の変性領域を含む領域

を認識しその立体構造形成や集合を制御している．しかし，タンパク質の変性領域の高い運動性や，シャ

ペロンとの弱い相互作用が構造解析を困難にし，分子レベルでのメカニズムの理解を妨げている．このよ

うな動的な性質を持つシャペロンについては，溶液 NMR 法を用いた構造解析，相互作用解析，ダイナミク

ス解析が有効である．本研究では，タンパク質のフォールディングや分解，または液-液相分離などの分子

集合の制御に関わる複数のシャペロンを対象とした解析に取り組んだ． 

 当該年度は，分子集合制御に関わるシャペロンについての解析について重点的に取り組み，成果を得た．

具体的には，液-液相分離を制御する「相分離シャペロン」を対象とした研究に取り組み，特に，NMR を用

いた相互作用解析によって，シャペロンとしての機能発現に重要な領域を特定した．さらに，その領域に

対する変異導入によって，シャペロンの機能が抑制されることを確認し，NMR の結果を補完した．変異体

解析においては，変異体の立体構造を NMR によって評価することで，タンパク質の状態を確認しながら

推進した．今後は，データ解析を進めるとともに，成果発表に向けた準備を進める． 

 
 
 


